
電機連合＠見える化通信 Vol.１７０（２０２６.２） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。

 

日
本
で
は
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
介
護
を
必

要
と
す
る
人
が
増
え
て
お
り
、
介
護
人
材
の
確

保
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
厚
生
労
働
省
は
、
高
齢

者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
２
０
４
０
年
に
は
、

約
57
万
人
の
介
護
職
員
が
新
た
に
必
要
に
な

る
と
推
計
し
て
い
ま
す
（
図
表
１
）
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
人
手
不
足
が
避
け
ら
れ
ず
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
に
影
響
が
出
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

こ
う
し
た
中
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な

ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
業
務
の
改
善

や
効
率
化
を
進
め
、
介
護
職
員
の
業
務
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
業
務
効
率
化
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

時
間
を
利
用
者
へ
の
ケ
ア
に
充
て
る
こ
と
で
、

人
手
不
足
の
影
響
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
に
資
す
る
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
に
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
デ
ー
タ
連
携
シ

ス
テ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
が
常
駐
す
る
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
」
と

実
際
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
」
の
間
で
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
情
報
を 

                          

オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
り
と
り
で
き
る
仕
組
み
で
す

（
図
表
２
）
。
従
来
の
紙
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
や
り

と
り
を
電
子
化
す
る
こ
と
で
、
転
記
ミ
ス
の
減

少
、
事
務
作
業
の
軽
減
・
効
率
化
、
さ
ら
に
は
経

費
削
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
２
０
２
３
年
４
月
に
本
格
稼
働

し
た
も
の
の
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と

２
０
２
５
年
８
月
末
時
点
で
の
導
入
事
業
所
数

は
２
万
８
１
９
１
ヵ
所
に
と
ど
ま
り
、
対
象
事

業
所
全
体
の
９
・
８
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。 

 

 

 

介
護
現
場
に
お
け
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
等
の
導
入
に
つ
い
て
、
国
は
、
介
護
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
導
入
支
援
事
業
な
ど
の
予
算
を
拡
充
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
連
携
と
同
様
に
、
導

入
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。
こ
れ
は
現
場
の
負
担
感
や
費
用
対
効
果
へ

の
疑
問
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に

は
、
導
入
コ
ス
ト
や
運
用
の
手
間
に
対
し
て
メ

リ
ッ
ト
が
見
え
に
く
い
こ
と
、
職
員
の
Ｉ
Ｔ
リ

テ
ラ
シ
ー
の
不
足
、
操
作
へ
の
不
安
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。 

  

 

介
護
現
場
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
は
、

一
部
の
事
業
所
だ
け
が
取
り
組
ん
で
も
十
分
な

効
果
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の

事
業
所
が
活
用
す
る
こ
と
で
初
め
て
大
き
な
効

果
が
生
ま
れ
、
事
業
所
間
の
連
携
強
化
や
情
報

共
有
が
進
み
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

電
機
連
合
は
、
介
護
現
場
に
お
け
る
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
活
用
の
普
及
促
進
と
と
も
に
、
介
護
事

業
所
の
規
模
や
経
営
状
況
に
よ
っ
て
導
入
に
格

差
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
政

府
に
求
め
て
い
き
ま
す
。 

超
高
齢
社
会
の
日
本 

 

深
刻
化
す
る
介
護
人
材
不
足 

進む高齢化 介護現場を支える 
    テクノロジーの活用が急務 

高齢化の進行に伴い介護ニーズが高まる中、介護人材の不足は深刻化しています。業務効率化が期待

される介護ロボットやICTなどのテクノロジーは、まだ十分に普及しているとは言えません。介護現場の負

担を軽減するためにも、これらの導入促進が求められています。 

電機連合 政策部門 

■図表１ 第９期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数 

出所：厚生労働省の資料をもとに電機連合作成 

第９期計画期間
（2024～2026）

第１０期計画期間
（2027～2029）

2022年度 202６年度 20４０年度

約２７２万人

約240万人

約２１５万人

約
25
万
人

約
５７
万
人

■図表２ ケアプランデータ連携システム活用による効果 

 
出所：厚生労働省 

活
用
の
必
要
性 

 

ケ
ア
プ
ラ
ン
連
携
の
現
状 

導
入
格
差
の
是
正
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

普
及
に
向
け
た
取
り
組
み 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
普
及
が
進
ま
な
い 

介
護
現
場
の
実
情 


